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学生ホール
【石垣キャンパス】
　25号館１階・32号館１階に学生ホールが設けられています。また、３号館
の食堂「和（なごみ）」も学生のための憩いの空間ですので、大いに活用して
ください。昼食もこのホールを利用できます。
　学生のための自由な場所ですので、お互いに気持ち良く使えるよう心がけま
しょう。

【亀川キャンパス】
　２号館１階にスチューデントホールが設けられています。学生のための憩い
の空間ですので、大いに活用してください。

ラーニング・コモンズ
【石垣キャンパス】
　39号館国際経営学部棟の１階に図書室及び学習室が設置されています。こ
こは「ラーニング・コモンズ」と呼ばれ、新しい図書館の概念で、学習活動支
援のサービス・資料を提供する施設です。他学部等の学生も大いに活用してく
ださい。
　また、18号館４Fにも、アクティブ・ラーニング用学習室としてラーニング・
コモンズがあります。

【亀川キャンパス】
　２号館１階に情報ライブラリー（図書館）が設置されています。また、カフェ
テリア棟には自習室があります。学習活動に大いに活用してください。
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学園環境の整備
　皆さんの学修の場である学園環境の整備は大切な問題であります。大学はそ
のため改善等に努め、建物・キャンパスの清掃、整頓、美化には各々の係がこ
れに当っていますが、学生の協力があってこそ真の学園にふさわしい環境をつ
くることができます。
　次の点にご協力願います。

◎　学内全面禁煙
◎　学内施設の美化に心がけること
◎　教室等学内施設を使用する場合は、必ず後始末を行うこと
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学 び の ガ イ ド
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学びのガイドＱ＆Ａ

　別府大学へのご入学、誠におめでとうございます。皆さんは、これから緑豊
かで閑静な住宅地にある本キャンパスで４年間を過ごすことになります。ぜひ
思いきり学び、実りある大学生活を送ってください。高校までの生活と異なる
点も多く、戸惑うこともあるかもしれません。この「学びのガイドＱ＆Ａ」では、
学生生活の中で「知りたいこと」「疑問に思うこと」を、できるだけ分かりや
すくまとめています。
　しかし、このＱ＆Ａだけですべてが分かるわけではありません。あわせて「学
生生活ハンドブック」の履修の手びきも確認してください。また、分からない
ことがあれば、遠慮せずに事務局に相談してください。

１．大学と高校とは何が違うのですか？勉強の仕方も違うのですか？

　大学と高校との違いはいくつかありますが、ここでは代表的な点を挙げます。
１．ホームルームがないこと

　高校までは、ホームルームが学習や生活の中心となり、情報を得る場で
もありました。しかし、大学にはホームルームはありません。本学にはクラ
ス担任制度がありますが、教員の職員室はなく、担任教員はそれぞれ自分
の研究室で学生の相談に応じています。質問や相談をしたいときは、オフィ
スアワー（※詳細は後述）を利用してください。また、大学では授業ごとに
教室が変わり、学習の拠点が分散しています。高校とは異なり、自分自身
で授業や campus life を管理する必要があります。

２．情報は自分で確認すること
　大学からの重要な情報は、主に「別大ポータルサイト」を通じてお知ら
せします。その他、メールや掲示物などで案内する場合もあります。必要
な手続きの締切りや方法を確認しなかったために困るケースもあります。
説明会の日程を見逃して参加できない、必要書類を提出できないなど、場
合によっては致命的な結果につながることがあります。そのようなことを
防ぐために、最低でも１日２回（登校時・下校時）ポータルサイトを確認
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する習慣をつけてください。また、信頼できる友人を作り、お互いに情報
を共有することも大切です。
　大学全体の掲示板は大学事務局前（看護学部は事務室前）に設置してい
ます。必要に応じて確認するようにしてください。

３．学期の分け方が違います。
　最近では一部の高校で２学期制を採用しているところもありますが、多
くの高校では３学期制です。本学では、前学期（４月～９月）と後学期（10
月～翌年３月）に分かれた２学期制（前期・後期）を採用しています。
　本学では、前期・後期ともに15週間の授業を行い、さらに学期末には期
末試験が１回実施されます。このような制度を「セメスター制」と言います。
　なお、一部クォーター制の授業があります。

４．授業時間が違います。
　多くの高校では１時限は50分ですが、大学では１コマ90分です。科目に
よっては、週２回授業がある場合や、２コマ連続（180分）で行われる授業
もあります。

５．勉強の進め方が違います。
（１）授業科目を自分で選びます。

　高校では学校が定めた履修科目に沿って学習していましたが、大学で
は多くの授業の中から、興味や将来の目標に合わせて自分で科目を選択
します。科目には、全員が履修しなければならない必修科目と、自分の
興味や履修計画に応じて選べる選択科目があります。つまり、大学では
「何を学ぶか」を自分で考え、決めることになります。

（２）授業の受け方が違います。
　高校では同じクラスの学生と同じ時間割で授業を受けますが、大学で
は学生それぞれが作成した時間割に従い、指定された教室へ移動して授
業を受けます。なお、大学では授業を受けることを「履修」と呼びます。

（３）教科書（テキスト）の扱いが違います。
　高校では教科書が決められていましたが、大学では授業担当教員が使
用する教材を指定します。教科書を使用しない授業では、教員が配布す
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る講義資料や参考文献を使用します。参考文献については、高校のよう
な「標準的な参考書」はなく、教科書や講義資料の末尾に記載された文
献を自分で大学図書館で探したり、必要に応じて購入したりします。理
解を深めるためには、自分で調べ、読み、学ぶ姿勢が求められます。

６．授業の形態が違います。
　高校では、先生が教科書に沿って進める授業が一般的でした。しかし大
学では、このような授業形式に加え、小論文形式のレポート提出や実習・演
習形式など、高校時代には経験が少なかった学び方が数多く取り入れられ
ます。高校ではあまり聞きなれなかった「講義」「演習」といった言葉も、
大学では頻繁に出てきます。それぞれの意味を理解しておきましょう。
（１）講義

　教員が学問の内容や研究成果を解説し、学生が知識を身につける授業
形態です。多人数で受講することが多く、基本的に話を聞き、理解する
ことが中心となります。

（２）演習
　少人数で行う授業形態です。教員による説明に加え、プレゼンテーショ
ン（発表）やグループディスカッションなど、学生自身が調べ、考え、
発言する機会が多いのが特徴です。学生が主体となり、討論や研究発表
を行いながら学びを深めます。

７．勉強への取り組み方が違います。
　高校は基礎的な教養を身につける場であり、授業内容や学びの進め方が
あらかじめ準備されていました。
　一方、大学は高度な教養と専門的な知識を身につける場です。この「学び」
は大学では「学修（がくしゅう）」と呼ばれます。高校までは「与えられた
課題に取り組む」という受け身の学習で十分でした。しかし大学では、自
分が選んだ授業に対して、意欲的に学び、考え、理解を深めることが求め
られます。つまり、大学での学びは受け身ではなく、能動的な学修が必要
となります。
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２．大学を卒業するにはどうしたらいいですか？

　本学に最低４年間（休学期間は含まない。）在学して、卒業に必要な（卒業
要件）124単位以上の単位を修得することで、卒業が認定され、学士の学位が
授与されることになります。
　各学科で授与される学位は次のとおりです。
　　学士（文学）：国際言語・文化学科、史学・文化財学科、人間関係学科
　　学士（栄養学）：食物栄養学科
　　学士（食物バイオ学）：発酵食品学科
　　学士（経営学）：国際経営学科
　　学士（看護学）：看護学科

３．１週間のmy時間割はどうして作ったらいいですか？

１．次の資料を手元に準備してください。
①　自分の学科の時間割表
　　この時間割には、たとえば月曜日１限目に開講される１年生～４年

生の全ての授業が記載されています。
②　自分の学科の開講科目一覧表
③　自分の学科の履修モデル

２．開講科目一覧表を確認し、履修モデルを参考にしながらマーキングします。
①まず１年生で開かれる科目のうち「必修科目」と「選択必修科目」を

マーキングします。
②次に「選択科目」をマーキングします。

　　このときは、教養科目を中心にマーキングします。

３．マーキングした科目の単位数を確認します。
　前期に登録する科目の合計単位数を数えます。24単位を超える場合は、
24単位以内になるように調整してください。
　後期についても同様に確認します。
　※前期成績優秀者（ＧＰＡ3.5以上）は、後期に、26単位まで履修可能で
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す。詳しくは「ＧＰＡに関するページ（P84）」を参照してください。

４．時間割表と照合し、実際の時間割表に当てはめて確認します。
　開講科目一覧表でマーキングした科目を時間割表に写しながら確認して
ください。もし授業時間が重複した場合は、開講科目一覧表に戻って履修
科目を再検討してください。

５．時間割が完成したら自分の１週間のmy時間割が確定し、次の項目「８．
履修したい授業科目の登録はどうすればよいですか？」を参照してくださ
い。

４．「単位」とは何ですか？

　単位とは、一定水準の学修量を示すための基準です。
　１単位は、授業を受けている時間とその授業の準備学習（予習・復習）を合
わせて45時間の学修量を基準として定められています。「○○概論」（２単位）
のように授業科目ごとに単位数が決められています。
　そのため、２単位の授業科目では、授業を受けている時間とその授業の予習・
復習を合わせて90時間の学修が必要になります。

５．１単位の「授業時間」を教えて

　大学設置基準（文部科学省令）において、授業の方法によって授業時間が決
められています。
　本学では１単位の授業時間を授業形態によって次のよう決めています。

①　講義は、授業を受けている時間が15時間、準備学習（予習・復習）
が30時間

②　演習は、授業を受けている時間が30時間、準備学習（予習・復習）
が15時間

③　実験・実習又は実技は、実験や実習又は実技をしている時間が45時間
　この授業時間を確保するために、１つの授業科目について15週間を授業期
間に充てています。講義科目は週１回で15回、演習科目で１単位のものは週
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１回で15回、また２単位のものは週２回で30回、実験・実習科目では週２回
で30回の授業を実施しています。
　１つの授業科目は、予習→授業を受ける→復習の繰り返しで成り立っています。

６．単位の取り方を教えて

１．単位取得のポイント
　単位を修得するために大切なことは、次の４点です。

１）受講したい科目を履修登録する
２）授業を受ける
３）期末試験を受験する
４）60点以上の成績を修める

　※60点以上で単位が認定されます。59点以下は不合格となり、単位は認
定されません。

　授業を欠席しないこと、授業中は講義の要点をノートにまとめる（ノー
トテイク）ことが重要です。レポートや提出物の指示がある場合は、必ず
期限までに提出してください。
　また、授業中に配付された資料は、授業科目ごとに整理し、ファイルに
保存しておくことをおすすめします。これは復習や期末試験対策だけでな
く、今後の学修の振り返りにも役立ちます。

２．卒業に必要な124単位について
　大学を卒業するためには、124単位以上の修得が必要です。

　授業科目は大きく次の２区分に分かれています。

区分 目的
教養科目 幅広い教養や総合的な判断力、人間性を養うための科目
専門科目 学部・学科ごとに設定された、専門分野を深めるための科目
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（１）専門科目の区分について
　学部によって専門科目の区分は異なります。

　　　学部 　　　　　専門科目の区分
文学部 学部共通専門科目／学科専門科目
国際経営学部 専門関連科目／国際経営学科専門科目
看護学部 専門基礎分野／専門分野
食物栄養科学部 ※上記のような中区分はありません

（２）124単位の内訳（学部別）

学部 教養科目 専門科目 その他
（教養または専門）

文学部
・国際経営学部 32単位以上 68単位以上 24単位以上

食物栄養科学部 24単位以上 84単位以上 16単位以上
看護学部 27単位以上 97単位以上 ―

（３）授業科目の種類

種類 意味

必修科目 卒業するために必ず履修し、単位を修得しなければ
ならない科目

選択必修科目 複数の科目から選び、指定された単位数を修得する
必要がある科目

選択科目 興味や関心に応じて自由に選べる科目

（４）履修科目を選ぶコツ
　４月には開講科目一覧表が配布されます。そこには科目名・履修区分・
単位数などが記載されています。
　まずは、①必修科目・選択必修科目をマーキング②その後、卒業要件
に合わせて選択科目を追加していきましょう。

　　注意点
　　　・必修科目と選択必修科目は、配当された学年で必ず修得すること。
　　　・選択科目の不足に気をつけること。
　　　　計算式：選択科目の必要単位数＝124単位－（必修＋選択必修の単位数）
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　　先輩からのアドバイス
　　　「自分の好きな科目ばかり履修すると、あとで痛い目をみる！」
　　　計画的に履修し、４年間の見通しを立てて学修を進めましょう。

７．授業を受けるためには手続きが必要ですか？

　授業を受けるためには「履修登録」をする必要があります。
　毎年４月にオリエンテーションを実施し、その中で履修に関するガイダンス
を行います。ガイダンスでは、履修に必要な書類の配付や、履修上の注意事項、
科目の変更などについて説明します。配付される履修要項（履修手続きの説明）
やWebのシラバス（授業計画書）を熟読して内容を理解したうえで、間違い
のないように履修登録を行ってください。
　履修登録手続きをしていない授業は受講することができません。そのまま受
講し、試験を受けて合格したとしても単位は認定されません。
　無駄な時間を浪費しないためには、定められた期限内に受講手続きを完了す
ることが非常に重要です。
　特に提出期限は、学年暦※１や掲示、ポータルサイト、別大Gmailでよくよ
く確認してください。
※１�　今年度の本学の行事予定を記載しているもので、巻末に綴じ込んであり

ます。

８．履修したい授業科目の登録はどうすればよいですか？

　履修登録は、４月の所定の期間（期間は、学年暦や掲示、ポータルサイトで
確認してください。）に授業時間割やシラバス（授業計画書）を参考にしながら、
前期・後期分をまとめて登録します。登録の締切日は、新１年生は授業開始か
ら概ね１週間後、２年生以上は、授業開始前に締切るので注意が必要です。 
１．履修登録の手続き方法

　　パソコン等からWeb上で履修登録を行います。決められた期間内であ
れば何度でも変更できます。特に選択科目は、シラバスによって授業内
容を良く確認した上で登録してください。

　　なお、準備学習（予習・復習）の時間を確保する観点から１つの学期
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に登録できる単位数は最大24単位（年間48単位）までです。不安がある
場合は、教員や事務局に相談しながら計画的な履修登録を行ってくださ
い。

　　より詳しい内容は、「履修登録の手続き（P46）」を参照してください。

９．「シラバス」って何ですか？

　一言で言うと、授業科目の「マニフェスト」であり、学びのナビゲーターと
なるものです。
　教員はこのシラバス（授業計画書）によって、その授業で扱う内容、授業の
進め方、成績評価方法や評価基準を前もって学生に示しています。
　学生は履修登録をした時点で、その授業科目のシラバスに書かれた内容に同
意したことになります。つまり、その授業の目的や到達目標を理解し、それを
達成するために努力する（勉強する）責任が生じるということです。

10．授業を休むとどうなりますか？

　出欠状況は、授業科目の担当教員によって管理されています。本学では忌引
き等の正当な理由による欠席について「公欠」制度を整えています。詳細は、
（「学生生活（学則等諸規則）」のP245）を参照してください。
　なお、次の点にも十分注意してください。

（１）期末試験の受験資格に影響します。
　各学部の「履修規程」に基づき、授業への出席が３分の２に満たない
場合は、期末試験を受験することはできません。また、人間関係学科の
「ソーシャルワーク実習」は５分の４以上の出席が必要となり、さらに
厳しくなっていますので、注意が必要です。
　欠席した時の授業内容が試験範囲となる場合があります。休んだ時は
友人に聞く、教員に配付資料を確認するなど、内容を補うようにしましょ
う。
　病気などやむを得ない理由で欠席した時は、その授業科目の教員に
「欠席届」を提出してください。ただし、欠席届は、やむを得ない理由
として考慮するためのもので、授業に出席したことにはなりません。
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11．大学の試験のことについて知りたい

　試験は、学期末の試験期間中において筆記試験を実施するもの、論文・レポー
ト・研究報告書や作品の提出など様々な形で実施されます。それぞれの授業科
目の試験方法は、シラバスの「評価の方法」で確認してください。
　試験期間中に筆記試験を実施する授業科目については、通常の授業時間割と
は別に試験時間割が編成されます。１科目の試験時間は、60分です。通常の
授業時間とは異なります。試験時間割は、試験期間のおよそ２週間前に教務課
から発表します。
　試験の出題範囲や型式は、授業の最終回に受講生に知らせている教員が多い
ようです。
　試験の成績は、０点～100点の範囲で評価されますが、この点数は成績通知
書には記載されずに点数に応じた評語（ＡＡ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｆ）が表記されま
す。この評語のうちＡＡ、Ａ、Ｂ、Ｃは試験に合格したことになり、単位が認
定されます。ただし、Ｆは不合格となり、単位は認定されません。
　試験に関しては、注意事項がたくさんありますので、学生生活と試験時間割
と同時に配布される「試験に関する注意事項」をよく読んで、間違いのないよ
うにしてください。

12．成績表はいつもらえますか？

　期末試験の結果はWebにより発表します。学科によっては、結果を受け履
修指導をする際に成績表を配付する場合があります。
　なお、本学の個人情報保護方針に基づき本人の同意がある場合は、保護者に
もWebによりお知らせします。

13．期末試験を欠席するとどうなりますか？

　病気や就職試験など正当な理由があって欠席した時は、「追試験受験許可願」
を提出してください。これを教務委員会で審査して許可されると追試験を受け
ることができます。詳しいことは＜履修のてびき＞に記載している「追試験」
のページ（P53～）を参照してください。
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　また、欠席しなければならなくなった時は、まずクラス担任又は教務課に連
絡して指示を受けてください。
　なお、寝坊や自己都合による欠席は、正当な欠席理由として認められません。
この場合は、追試験受験許可願の提出もできず、その授業科目の試験は欠席扱
いとなります。引いては、単位の取得ができなくなりますので、十分注意して
ください。（各学部の履修規程第16条を参照）

14．基礎ゼミ科目の「導入演習」「基礎演習」はどんな科目ですか？

　受け身で教えられる学習スタイルの「高校生」から、自ら考え学ぶ「大学生」
へと移行するための準備科目です。大学での学修に必要となる思考力や表現力
など、基礎的な学修スキルの修得を目的とします。
　授業では、専門用語の調べ方、文献や史料（資料）の探し方、研究ノートの
作り方、原稿用紙の使い方、報告書やレポートの書き方などを学習しながら①
「調べる」②「まとめる」③「発表する」④「質問する」⑤「議論する」⑥「再
び調べる」⑦「再び発表する」という学修サイクルを繰り返しながら、大学生
としての基本的な学びの姿勢や技法を身に付けます。
　また、本学の教育目標・教育方針や学生生活の送り方についても理解を深め
るほか、大学生活で困ったこと、疑問に思うことなどについても相談できる機
会もあります。
　討論やグループワークなど、他者とのコミュニケーションを通じて授業を進
めるため、友達もできやすく、大学生活にもとけ込みやすくなると思います。
　いわば「高校生」から「大学生」へとステップアップできる科目です。積極
的に参加し、この科目で学ぶ姿勢を大学４年間の学修につなげてください。

15．同一時間帯のどちらの科目をとればよいか迷っています

　「シラバス」をよく読み、授業内容や授業の特色を比較します。また、オフィ
スアワー（詳細は後述）を活用して研究室を訪ね、先生に相談してみるなどし
て決断してください。迷っている間に登録締切日を過ぎてしまうことのないよ
う、早めに判断し、計画的に手続きを進めてください。
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16．my時間割を作ったけれど、空き時間があって困っています

　大学全体で多数のクラス（授業）があるため、いろいろ工夫を重ねています
が、時間割編成上どうしても「空き時間」が生じることがあります。図書館の
活用など、「空き時間」を「空き時間」にしないように予習・復習に充てて「充
実した、役立つ時間」にすることのできる大学生としての工夫を大切にしてく
ださい。主体的な学びの姿勢が求められます。

17．授業中のノートのとり方がわかりません

　高校までは、黒板に先生が書いたことを写していたことが多かったと思います。
　大学では、授業内容や教員の説明を自分で理解しながら、重要な点を整理し
てノートにまとめることが求められます。
　いくつかポイントがあります。

①よく話を聞く
②予習をする
③ノートを後で見直す（復習）
④全部ではなく、知らないことや要点を中心に書く

　大学で獲得したノートテイクの技法は、社会人になった時きっとあなたの助
けになるでしょう。
　※�①～④は『アメリカ式ノートのとり方』(ロン・フライ著・金利光訳・東

京図書)から引用

18．履修制限を超えて単位をとりたいのですが

　履修制限を越えて登録しようとするとシステム上エラーとなり、登録の確定
ができません。その時は履修科目を吟味して登録をやり直してください。
　履修登録制度の趣旨は、単位制度の実質化の観点から多くの科目を取りすぎ
れば、準備学習（予習・復習）の時間が十分にとれなくなり、内容が十分理解
できないまま履修を終えてしまう可能性があります。制限は、学修の質を確保
するために設けられています。
　ただし、成績優秀者は、履修制限を超えて単位を取ることが可能です。（P85
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参照）また、集中講義として開講される授業科目及び教職免許・図書館司書資
格・学芸員資格を取得するために必要な科目は、制限科目には含まれません。

19．30分過ぎても先生が来ないときは休講ですか

　とくに規定はありません。何かの指示があるかもしれませんので、moodle
コースやGmailを確認して下さい。それでも指示がない場合は、受講者の中か
ら代表者を決め、教務課に行って確認してください。

20．ＧＰＡについて教えてください

　ＧＰＡ（学業評価指数）とは、Grade Point Averageの頭文字をとったも
のです。学生が履修した科目の成績（点数）をポイント化（成績点－55／10）
し、１学期のポイントを合計したものをその学期の登録単位数で割り算して計
算します。１単位当たりの平均点となります。
　ＧＰＡ制度は、単位修得という学修の「量（単位数）」だけでなく、その「質
（学修の到達度）」を重要視するものです。学修の達成度を客観的にモニター
することによって、学修成果を自分自身で把握できるので、個人の能力や意欲
に合わせて主体的かつ充実した履修を行い、学修効果を上げることができます。
　ＧＰＡ制度の採用により、学生は一旦登録した科目は責任を持って確実に履
修し、学修を進めていくことが求められます。
　この制度の詳細は、ＧＰＡに関するページ（P84）を参照してください。

21．将来の進路のことについて相談したいのですが

　石垣キャンパスのほぼ中央の34号館１階にキャリア支援センターがありま
す。
　このセンターには、キャリアカウンセラーの先生が常駐していますので、気
軽に訪ねて行き、先生にあなたの考えを話してよく相談してください。
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22．オフィスアワーって何ですか？

　学生の質問・相談に応じる時間として、授業時間とは別に教員があらかじめ
示す特定の時間帯（何曜日の何時から何時までなど）のことです。
　その時間帯であれば、学生は基本的に予約なしに研究室を訪問することがで
きる制度です。特別な用事（学会出張、会議など）がない限り、教員が研究室
に在室しているという意味で、教員との面会がこの時間に限定されるというこ
とではありません。
　なお、学生の皆さんは、これ以外の時間でも遠慮なく研究室を訪ねて構いま
せん。ただし、不在の場合もあるため、必要に応じて事前に確認することが望
ましいでしょう。
　質問・相談に応じる主な内容は次のとおりです。これ以外でも構いません。

•科目選択、履修登録などに関すること 
•授業に関する質問・相談 
•学修法、レポートの書き方などについての相談 
•休学、退学、転科・転学部などについての相談 
•奨学金に関すること
•卒業後の進路に関する相談 
•その他勉学や学校生活に関すること

　オフィスアワーの時間は各教員の研究室の扉に掲示していますので、確認し
てください。学修や学校生活で困ったときは、一人で抱え込まず、積極的にオ
フィスアワーを活用しましょう。

23．単位修得と進級は関係しますか？

　単位の修得状況による現在の学年にとどめる進級留置制度は、本学では規定
されていません。しかしながら、各学年の終了時において修得しなければなら
ない最低単位数が各学部の学科履修規程で決められています。これに満たない
時は、学科の教員から指導を受ける等の措置が執られることになります。（履
修規程第４条、５条を参照）



－ 39 －

24．いろいろな免許・資格が取りたいのですが

　本学では、大別して（１）学科の専門科目の単位を修得することによって取
得できる資格と（２）特別に準備した授業科目の単位を修得することによって
取得できるものがあります。

（１）学科の専門科目の単位を修得することによって取得できる資格で
主なものは次のとおりです。

　　・栄養士
　　・食品衛生管理者・監視員任用資格
　　・社会福祉士国家試験受験資格
　　・精神保健福祉士国家試験受験資格
　　・管理栄養士国家試験受験資格
　　・看護師国家試験受験資格
　　・保健師国家試験受験資格　など
（２）「教養科目」・「専門科目」とは別に本学で準備した授業科目の単位

を修得することで取得できる免許・資格の主なものは次のとおりです。
　　・中学校又は高等学校教諭１種免許状
　　・栄養教諭１種免許状
　　・養護教諭２種免許状　＊保健師の免許を受けていること。
　　・学芸員資格
　　・図書館司書資格
　　・司書教諭資格
　　・文書館専門職（アーキビスト）修了証　など
（３）免許・資格の取得に向けたアドバイス

　　　これらの免許・資格のうち、（２）に該当するものは、卒業に必要
な124単位とは別に追加して履修する必要があります。そのため、
該当の免許・資格取得を希望する場合は、１年生後期の指定期限ま
でに「課程履修願」を教務課へ提出し、履修審査に合格する必要が
あります。審査に合格しなければ、２年生以降に必要科目を履修す
ることができません。受付期間は掲示で案内しますので、必ず確認
し見落とさないよう注意してください。

　　※養護教諭二種免許状は除きます。
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　　　また、将来の進路を考えるうえで、資格や免許の取得は大きなメ
リットとなりますが、多くの科目を詰め込みすぎると、予習・復習
が十分にできなくなり、学修内容が身につかないまま進んでしまう
可能性があります。履修制限対象外の科目であっても、履修計画と
学修時間を十分に考えたうえで、どの免許・資格を取得するか慎重
に判断してください。

　　　免許・資格取得に関する手続きや情報は、その都度掲示板やポー
タルサイトで案内します。一般的な内容については、本書の関係ペー
ジにも記載していますので、あわせて確認しながら計画的に学修を
進めてください。

25．TOEICの点数によって単位を認定してもらえますか？

　本学の「大学以外の教育施設等における学修の単位認定に関する規程」に基
づいて認定することができます。例えば、TOEICの点数が860点以上では６
単位、英検準１級では４単位、漢字能力検定準１級では４単位などです。
　申請手続きなど詳しいことは、本書の単位の認定制度（P88～）関係ページ
を参照してください。
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履　修　の　て　び　き
　この章においては、文学部、食物栄養科学部、国際経営学部、看護学部に関
係する授業、試験、卒業や免許・資格などについて説明します。大学院に関わ
ることは「大学院学生便覧」、別科日本語課程に関わることは「学生生活の手
引き」で説明します。

Ⅰ　授業科目の種類及び卒業要件

１　授業科目の種類

授業科目の種類 種　　類 科目の主旨

教 養 科 目 幅広く深い教養と総合的な判断力を培い、豊
かな人間性を涵養するため開設する授業科目

専 門 科 目 専門の学芸を教授するために学科ごとに開
設する授業科目

免許・資格関連科目 教職、司書、学芸員などの免許や資格を取
得するために必要な授業科目

必修科目と選択科
目等　　　　　　

1　必修科目
　�　卒業するために必ず単位を修得しなければならない

授業科目
2　選択必修科目
　�　指定された複数の科目から科目を選択して要件を満

たすように単位を修得しなければならない授業科目。
　�　要件を満たさない場合は卒業することはできません。
3　選択科目
　�　興味・関心のある授業科目を任意に選択し、単位を修

得する授業科目。

２　卒業の要件

　本学を卒業するためには、本学に最低4年間（休学期間は含まない。）在
学して、卒業に必要な（卒業要件）124単位以上の単位を修得することで、
卒業が認定され、学士の学位が授与されることになります。
　文学部、食物栄養科学部、国際経営学部、看護学部の各学科で次の表に定
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める科目区分毎に単位を修得しなければなりません。
学部 文　学　部 食物栄養科学部 国際経営学部 看護学部

修得  学科
するべき
科目区分

国際言語・文化学科
史学・文化財学科
人 間 関 係 学 科

食 物 栄 養 学 科
発 酵 食 品 学 科 国 際 経 営 学 科 看 護 学 科

教 養 科 目 32単位以上 24単位以上 32単位以上 27単位以上

専 門 科 目 68単位以上 84単位以上 68単位以上 97単位以上

教養科目又は
専 門 科 目 24単位以上 16単位以上 24単位以上

合　　計 124単位以上

３　各学科で授与される学位
各学科で授与される学位は、次のとおりです。

学　　部 学　　　科 学　　位

文学部

国際言語・文化学科 学士（文学）

史学・文化財学科 学士（文学）

人間関係学科 学士（文学）

食物栄養科学部
食物栄養学科 学士（栄養学）

発酵食品学科 学士（食物バイオ学）

国際経営学部 国際経営学科 学士（経営学）

看護学部 看護学科 学士（看護学）

Ⅱ　授業期間、学期、授業及び履修登録

１　授業期間・学期の区分と年間スケジュール

授業期間と
学期の区分

　本学における１年間の授業期間は、15週を１学期とし
て１年間を前学期と後学期の２学期に分けた２学期制を
採用しています。一般的に前期、後期と言います。

年間スケジュール 　授業期間や学期末に実施される単位認定試験等の１年
間の日程は、「学年暦」として示されます。
　入学年度のものは、本書の巻末に綴じ込んでいます。
２年次からは、４月のオリエンテーションの時に配布しま
す。
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２　授　業
　１日の校時 　校時は、次のとおりです。１時限の授業時間は、90分

です。
校　　時　　表

１時限目   9時00分～10時30分

２時限目 10時40分～12時10分

３時限目 13時00分～14時30分

４時限目 14時40分～16時10分

５時限目 16時20分～17時50分

授業時間割 　４月のオリエンテーションの時に、前期・後期を通した
１年間分が発表されます。

授業時間割表の
見方　　　　　

①科目によって２コマ（２限）続きで授業が実施される科
目、あるいは複数の曜日にまたがって週２回の授業が実
施される科目があります。

②「配当クラス」に記載している学年で、「１」とある科
目は１年次生以上を、「３」とあるものは３年次生以上
が受講対象者です。

　　したがって、対象学年未満の学年の者は、当該科目
は履修できないので、注意してください。

③科目によっては学科学年の「クラス」指定をしています。
指定された学年の「クラス」単位に履修をしてください。

授業時間割の変更 　教務課の掲示板によって連絡をします。
　オリエンテーションの時に配布した時間割表で、授業
の曜日・時限や教室などが変更になることがあります。
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シラバス
（授業計画書）

　シラバスとは、授業の概要、到達目標、授業内容・授
業計画、評価方法、テキスト、参考書、授業時間外の学
習（準備学習を含む）・教員から学生へのメッセージなど
が記載されたものです。
　これは、それぞれの授業のナビゲーションともいえるも
のです。
　受講する授業科目を決定する際の参考にすると共に、
準備学習（予習・復習）に役立ててください。

授業の形態 　授業は、講義、演習、実験、実習又は実技の５つの形
式で実施されます。また、時にはこれらの組み合わせで
行われることがあります。

①講義とは、一般的に教員が学生に対して一方的に説
明することによって知識を授ける授業形態です。

②演習とは、少人数制による授業方法の一つで一般的
に教員による講義とともに、プレゼンテーション（皆
の前での報告）、授業テーマについてのグループ・ディ
スカッションなど学生も討議・研究発表などを行い
ながら指導を受ける授業形態です。

③実験とは、学んだ知識をもとに理論や推論が正しい
か一定の条件で試してみる授業形態です。主に実験
室で授業が行われます。

④実習とは、学んだ知識をもとに実地について学習す
る授業形態です。主に実習室で授業が行われます。

⑤実技とは、学んだ知識をもとに技術や演義などを実
際に行う授業形態です。

　実験・実習・実技は、学生自身の行動によって習熟さ
せることを基本として、授業が展開されます。

休講 　授業科目の担当教員が出張など止むを得ない理由によ
り授業を実施できない時は、当該時限の授業は「休講」
となります。この場合は、補講を行います。
　休講の連絡は、掲示とWeb「別大ポータルサイト」で
お知らせします。
　※ただし、急な休講は、当日連絡する場合もあります。
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補講 　休講科目の時間補充は、所定の補講期間あるいは通常
の講義の空き時間帯等で行われます。補講の実施は、担
当教員から口頭による指示、又は掲示とWeb「別大ポー
タルサイト」で連絡します。

担当教員が授業時
間になっても教室
にこない場合　　

　授業開始時間になっても担当教員が教室にこない場合
は、moodleコースやGmailを確認して下さい。それでも
指示がない場合は、教務課へ連絡を取り、指示を受けて
ください。

授業の欠席 　出欠席は授業の担当教員により、管理されています。
　欠席の回数が多くなると単位認定試験を受験できなく
なりますので、注意が必要です。単位認定試験の受験資
格は、後で説明します。

公欠に関する
手続き　　　

　以下の公欠の事由に該当する場合は、（「学生生活（学
則等諸規則）」のP245を参照）必要な手続きを取ってく
ださい。
　①災害等の罹災
　②忌引き（３親等まで）
　③�公共交通機関等の運休・遅延等
　④�裁判員制度、その他証人、参考人等として裁判所等

へ出頭する場合
　⑤�大学での免許・資格取得に係る実習等
　⑥�単位認定インターンシップ
　⑦�学生加盟連盟等主催公式行事（試合等）
　⑧�就職試験
　⑨�大学が指定したボランティア活動等
　⑩高等学校からの依頼による講演・発表等

欠席した時の
手続き　　　

　欠席届を提出する際には、必ず以下の該当する条件等
を満たすこと。

①提出は必ず学科担当教員の押印を経て、各授業科目
担当教員に提出すること。

②病気・通院・事故等の場合は。その旨の証明できる
ものを添えて提出すること。

③就職活動・インターンシップ等（就職試験等を除く）
の場合は、訪問先（受入先）、期間について、その旨
の証明の証明できるものを添えて提出すること。
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④インカレ等の公式試合以外の場合は、大会名、場所、
期間について、その旨の証明できるものを添えて提
出すること（サークル顧問印要）。

◎記入はボールペンを使用すること（鉛筆は使用不可）

インフルエンザな
ど感染性の疾患で
欠席する時　　　
（出席停止）　　　

　病院・医院でインフルエンザ、新型コロナウイルス感
染症、麻疹、水痘、ノロウイルス感染症、マイコプラズ
マ肺炎等と診断された場合は、登校せずにクラス担任等
に電話連絡して指示を受けてください。
連絡先　①石垣キャンパス
　　　　　　保健室（０９７７－６６－９６７８）
　　　　　　学生課（０９７７－６６－９６２２）
　　　　　亀川キャンパス
　　　　　　看護学部事務室（０９７７－７５－６１１８）
　　　　②クラス担任

３　履修登録
　時間割に従って授業を受ける（「履修」する）ためには、４月の所定の期
間（期間は、学年暦や掲示で確認してください。）に前期・後期の授業科目
を一括登録します。
　履修登録手続きの締切日は、授業開始から概ね１週間以内です。

履修登録とは 　学生が時間割に沿って希望する授業を履修するために
必要な手続きです。これは、学修計画の出発点となるも
のです。

履修登録しないと 　希望する授業科目の履修はできません。したがって、
単位認定試験も受験することができず、単位を修得する
ことができません。　　
　仮に試験を受けて、合格点が取れても、これは無効と
なり、単位は認定されません。

履修登録の手続き 　前期・後期に受講したい授業科目を一括して前期に登
録します。
　履修登録はＷｅｂによる登録となります。
　「別大ポータルサイト」からＷｅｂによる登録を行って
ください。
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発行機

倉庫 倉庫

倉庫

エントランス
ホール

受付カウンター

ＷＣ
男

学生
相談室

中庭
（上部吹抜）

ピロティ

非常勤
講師室

ポーチ
応接室

学部長室

学長室
会議室

印刷室

保健室

資料
コーナー

進路相談室１
進路相談室２

事務室

サークル室１サークル室2

サークル室３
サークル室４

放送
物置

給湯

休憩室

廊下

廊下

１F

２F

体育館上部

歩廊

吹抜
（中庭上部）

バ
ル
コ
ニ
ー

ホール

倉庫
ステージ上部

ＷＣ女 ＷＣ
男

ロッカー
ルーム３

ロッカー
ルーム２

201教室

202教室

203教室

204教室

ロッカールーム１ 廊下

廊下

３F

吹抜
（中庭上部）

ＷＣ女 ＷＣ
男

ロッカー
ルーム５

ロッカー
ルーム４

301教室

304教室

302教室

303教室

廊下

母性・小児看護学
シミュレーションルーム

器材庫

バ
ル
コ
ニ
ー

バ
ル
コ
ニ
ー

スタディブース

４F

バ
ル
コ
ニ
ー

屋上

屋根

成人看護学
シミュレーションルーム

成人看護学
シミュレーションブース１

成人看護学
シミュレーションブース２

コントロールブース

器材庫 器材庫

廊下
倉庫

ＷＣ女

精神・公衆衛生学
シミュレーションルーム

ディスカッション
ルーム

ＷＣ
男

－ 3 －

凡　例

多目的トイレ
非常口
ＡＥＤ

亀川キャンパス　１号館

－ 173 －



１F

EV

エントランス
ホール

スチューデントホール １ 2 3 4 5 6

情報ライブラリー
（図書館）

倉庫

廊下

グループワークルーム
ＷＣ
男 ＷＣ女

EV

階段・ＥＶホール

廊下

２F

ＷＣ女 ＷＣ男

基礎看護学シミュレーションルーム

アクティブラーニングルーム

シミュレーション
ブース

コントロール
ブース

器材庫

倉庫

EV

階段・ＥＶホール

廊下

３F

地域在宅・老年看護学
シミュレーションルーム

301 302
本松

303
首藤

304
黒川

308
田道

307
野津

306
吉田

305自習室

印刷室

共用スペース

穴見徳丸
器材庫

廊下

コミュニティー
スペース

ＷＣ女 ＷＣ
男

４F

EV

階段・ＥＶホール

401
青木

421 420 高本 419赤星

402
深野

403
葛
404
吉村

405
河野

406
栗林

407
上野

408
岩﨑

409
廣田

410
村中

411
藤内

412
野上

418
梅野

417
野中

416
渡邊

415 414
原田

413
研究室

印
刷
室

廊下

廊下

コミュニティー
スペース サ

ー
バ
ー
室

ＷＣ女 ＷＣ
男

－ 6 －

亀川キャンパス　２号館

1 号館
亀川キャンパス
カフェテリア
亀川キャンパス

2 号館
亀川キャンパス

１F

EV

エントランス
ホール

スチューデントホール １ 2 3 4 5 6

情報ライブラリー
（図書館）

倉庫

廊下

グループワークルーム
ＷＣ
男 ＷＣ女

EV

階段・ＥＶホール

廊下

２F

ＷＣ女 ＷＣ男

基礎看護学シミュレーションルーム

アクティブラーニングルーム

シミュレーション
ブース

コントロール
ブース

器材庫

倉庫

EV

階段・ＥＶホール

廊下

３F

地域在宅・老年看護学
シミュレーションルーム

301 302
本松

303
首藤

304
黒川

308
田道

307
野津

306
吉田

305自習室

印刷室

共用スペース

穴見徳丸
器材庫

廊下

コミュニティー
スペース

ＷＣ女 ＷＣ
男

４F

EV

階段・ＥＶホール

401
青木

421 420 高本 419赤星

402
深野

403
葛
404
吉村

405
河野

406
栗林

407
上野

408
岩﨑

409
廣田

410
村中

411
藤内

412
野上

418
梅野

417
野中

416
渡邊

415 414
原田

413
研究室

印
刷
室

廊下

廊下

コミュニティー
スペース サ

ー
バ
ー
室

ＷＣ女 ＷＣ
男

－ 5 －

凡　例

多目的トイレ
非常口
ＡＥＤ

亀川キャンパス　２号館

－ 174 －



１F

EV

エントランス
ホール

スチューデントホール １ 2 3 4 5 6

情報ライブラリー
（図書館）

倉庫

廊下

グループワークルーム
ＷＣ
男 ＷＣ女

EV

階段・ＥＶホール

廊下

２F

ＷＣ女 ＷＣ男

基礎看護学シミュレーションルーム

アクティブラーニングルーム

シミュレーション
ブース

コントロール
ブース

器材庫

倉庫

EV

階段・ＥＶホール

廊下

３F

地域在宅・老年看護学
シミュレーションルーム

301 302
本松

303
首藤

304
黒川

308
田道

307
野津

306
吉田

305自習室

印刷室

共用スペース

穴見徳丸
器材庫

廊下

コミュニティー
スペース

ＷＣ女 ＷＣ
男

４F

EV

階段・ＥＶホール

401
青木

421 420 高本 419赤星

402
深野

403
葛
404
吉村

405
河野

406
栗林

407
上野

408
岩﨑

409
廣田

410
村中

411
藤内

412
野上

418
梅野

417
野中

416
渡邊

415 414
原田

413
研究室

印
刷
室

廊下

廊下

コミュニティー
スペース サ

ー
バ
ー
室

ＷＣ女 ＷＣ
男

－ 6 －

亀川キャンパス　２号館

1 号館
亀川キャンパス
カフェテリア
亀川キャンパス

2 号館
亀川キャンパス

１F

EV

エントランス
ホール

スチューデントホール １ 2 3 4 5 6

情報ライブラリー
（図書館）

倉庫

廊下

グループワークルーム
ＷＣ
男 ＷＣ女

EV

階段・ＥＶホール

廊下

２F

ＷＣ女 ＷＣ男

基礎看護学シミュレーションルーム

アクティブラーニングルーム

シミュレーション
ブース

コントロール
ブース

器材庫

倉庫

EV

階段・ＥＶホール

廊下

３F

地域在宅・老年看護学
シミュレーションルーム

301 302
本松

303
首藤

304
黒川

308
田道

307
野津

306
吉田

305自習室

印刷室

共用スペース

穴見徳丸
器材庫

廊下

コミュニティー
スペース

ＷＣ女 ＷＣ
男

４F

EV

階段・ＥＶホール

401
青木

421 420 高本 419赤星

402
深野

403
葛
404
吉村

405
河野

406
栗林

407
上野

408
岩﨑

409
廣田

410
村中

411
藤内

412
野上

418
梅野

417
野中

416
渡邊

415 414
原田

413
研究室

印
刷
室

廊下

廊下

コミュニティー
スペース サ

ー
バ
ー
室

ＷＣ女 ＷＣ
男

－ 5 －

凡　例

多目的トイレ
非常口
ＡＥＤ

亀川キャンパス　２号館

－ 175 －





－ 177 －

学 　 年 　 暦



－ 178 －

2026年度　　学　年　暦
文　学　部・食物栄養科学部・国際経営学部・看護学部

［前　期］

日 月 火 水 木 金 土

４ 　 　 　 1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30

５ 1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31 

６ 1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30

日 月 火 水 木 金 土

７ 　 　 　 1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

８ 　 　 　 　 　 　 1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31

９ 1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

在学生
オリエン

テーション

新入生
オリエン

テーション

在学生 Web
履修登録締切

新入生
オリエンテーション

入学式 新入生
オリエン

テーション
サークル
紹介

前期
開講

新入生
Web履修
登録締切

月曜
授業

水曜
授業

体育祭

期末試験 期末試験
予備日

夏期休業
� → 9/16

集中講義

Web
成績発表

集中講義

集中講義

在学生
履修変更

締切

前期
卒業式

後期入学式
オリエンテー

ション
後期
開講

新入生
履修登録

締切



－ 179 －

2026年度　　学　年　暦
文　学　部・食物栄養科学部・国際経営学部・看護学部

［後　期］

日 月 火 水 木 金 土

10 1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

11 1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30

12 1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土

１ 1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31 

２ 1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28

３ 1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

月曜
授業

大学祭

大学祭 大学祭片付
休講

月曜
授業

月曜
授業

集中・補講
冬期休業→ 1/3

講義
再開

午後
共通テスト準備

休講
共通テスト

共通テスト

期末試験
期末試験
予備日

春期休業
� →

卒業予定者
web成績発表

在学生
Web

成績発表

卒業式
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